
スマートコンストラクションで⽣産性と安全性が⼤幅向上

現場の⽣産性向上に期待し�
ＩＣＴ建機を初導⼊

■■現場詳細■■
茨城県⼤⼦町
国道バイパスの新設⼯事
【施⼯⼟量】掘削⼯ 約12,900m³
 法⾯⼯ 約410m² 
【ＩＣＴ建機】PC200i 
【ソリューション】 

ｽﾏｰﾄｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝｱﾌﾟﾘ
■■導⼊経緯■■
(有)益⼦⼯務店
濱野⾦男さん
以前からＩＣＴ活⽤⼯事に興味があり、
ＩＣＴ技術を活⽤することで、現場作業
員とオペレータの労⼒軽減をはじめとし
た現場の⽣産性向上を実現できないかと
考えていました。また、今回は3次元測
量と3次元設計データを測量のコンサル
タントに発注しました。初めてのＩＣＴ
活⽤⼯事のため、納品されたデータをど
のように扱えば良いかも分かりませんで
したが、スマートコンストラクションな
らそれらのデータも含めて全てのプロセ
スにおいて対応してもらえることが導⼊
の決め⼿となりました。また、これを機
に従来機とＩＣＴ建機の違いを体感した
いと思ったのも理由の⼀つです。

濱野⾦男さん 

茨城県 
(有)益⼦⼯務店 様

安⼼できる、街づくり 

1974年に創業して以来、 

地元︓久慈郡⼤⼦町の発展を⽬標に、 

地域に密着し、 

地域の声を真摯に受け⽌める 

企業を⽬指しています。 
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施⼯の流れがスムーズになり�
予想以上の効果に満⾜！

■■導⼊効果■■
(有)益⼦⼯務店
濱野⾦男さん
ＩＣＴ建機のマシンコントロール機能の
活⽤によって、丁張り設置作業が不要と
なったため、降⾬後に丁張りが流失し、
再設置のために施⼯が⽌まってしまうと
いう⼼配がありませんでした。オペレー
タが確認のために運転席から幾度も乗り
降りしての確認作業の必要も著しく減っ
た上に、建機の作業範囲に作業員が⽴ち
⼊ることが激減したことで安全性の向上
と、適切な⼈員配置を⾏うことにより、
現場全体の進捗・⽣産性が向上しまし
た。また、測量や杭打ち等の作業も減っ
たことで、技術者・オペレータ双⽅の負
担や労⼒を軽減することができて⼤変助
かりました。 管理者においては、丁張
り設置の⼯数を⼤幅に削減できることか
ら、普段⽇中には⼿が回らなかった事務
処理を⾏えて、労働時間の削減にも繋が
っています。今回はマシンコントロール
機能付きのＩＣＴ建機を導⼊しました
が、通常は⼩旋回型の従来機を使⽤する
ことが多いため、次は従来機に取り付け
て、マシンガイダンス機能を活⽤できる
レトロフィット機を導⼊して乗り⽐べて
みたいです。
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